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〈会員の頁〉

1. �振動対策部材� �
「キソゴムⓇ」（特許第2837822号）

野桑 　聡

ゼオン化成㈱

1.　はじめに
家屋の設計初期段階では，防音や防振対策の必要性

はなかなか気づきにくいものです．騒音や振動は，生
活が始まった後に初めて気づくことがほとんどです．
鉄道や幹線道路や高速道路が近くにあれば別ですが，
地盤の弱い振動しやすい道路際でも，車が通るたびに
家が揺れてしまうことは経験されている方もいるで
しょう．

そこでご紹介したい製品は，合成ゴム製の基礎土台
パッキン「キソゴムⓇ」です．この製品は従来の樹脂性
の基礎パッキンとは異なり，地盤からの振動や突き上
げに対して，振動を家に伝えにくくし，揺れを軽減す
るものです．さらに鉄板がインサート成形されている
ので，家の圧縮力にも耐える設計となっています．

加えて換気性能は，基礎パッキンと同様の床下換気
を可能とし，大引き等の木製材料を長持ちさせ，家屋の
耐久性向上に寄与します．次章に各製品性能を示します．

2.　特長
1）対地震性能について

本製品は防振ゴムであり，振動力を低減する「免震」
材料や装置ではありません．しかしながらゴムの特性
を生かした機能を発揮します．

まずは，地震想定の振動への効果を図１に示します．
「キソゴムⓇ」は木造住宅の土台と基礎の間に設置し，
建物に伝わる共振を軽減します．「キソゴムⓇ」を使用
した場合は，使用しない場合に比較し，振動加速度レ
ベルの応答倍率は水平軸方向（Ｘ軸，Ｙ軸）の揺れが
30％程度の振動低減の効果を得ることができます．特
に鉛直方向（Ｚ軸）方向の振動加速度は，半減すること
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図１　振動加速度応答倍率　比較

写真１　地震想定　振動実験風景
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が実験で示されました（図２）．
2）生活振動について
「キソゴムⓇ」は地震の揺れ以外にも交通振動，工事

振動の低減にも，その効果を発揮します．
写真２に測定風景，図３にその結果を示します．

「キソゴムⓇ」を使用することにより，振動加速度レ
ベルは小さくなり，防振効果が発揮されていることが
わかります．毎日感じる振動に対して有効な対策とい
えるでしょう．

3）換気性能について
「キソゴムⓇ」は建物の全周に一定の間隔で敷きこむ

ことで，昔ながらの工法より多くの空気の出入りを可
能にします．その結果，床下の換気のムラや空気の澱
み（よどみ）が少なくなり，換気効率がアップします．
そのことで土台の腐りを低減し，家屋を長持ちさせる
ことに貢献します（図４，図５）．
4）鉛直荷重と耐久性について

新築で剛性が高く耐震性に優れた建物でも，従来の
部材では長期間にわたる小さな振動や衝撃の繰り返し
で，建物脚部であるコンクリートへのめり込みによる
負担が進み，耐震性能が薄らいできます．
「キソゴムⓇ」は，ゴム部材なのでその振動や衝撃を

少なからず吸収し，柱の土台へのめり込む負担を軽減
し，新築時の剛性維持に役立ちます（表１，図６）．
5）基本的な物性

本製品の基本物性を表２に示します．

図２　Z軸方向振動加速度　比較

写真２　工事想定での試験風景

図４　換気イメージの図

図５　換気効率イメージの図

図３　工事想定での振動加速度レベル　比較

表１　土台へのめり込み試験結果

樹脂製パッキン キソゴム 在来工法
（パッキンなし）

A 8mm 3.2mm 4.5mm

B 3.6mm 0 0

TOTAL 11.6mm 3.2mm 4.5mm
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図６　土台めり込み試験

表２　「キソゴムⓇ」の基本物性

試験項目 測定値 単位 備考

引張強さ 24.7
（252） MPa（kgf/cm2） 引張試験破断までの最大応力

引張応力
 4.4

（ 45）
17.7

（181）

MPa（kg/cm2）

MPa（kg/cm2）

伸張率100％時のゴムの応力
（復元力）
伸張率300％時のゴムの応力

（復元力）

伸び 445 ％ 引張試験破断時の最大応力

反発弾性 2.8 − 衝撃吸収エネルギーの残留率

圧縮強度 196
（2000） MPa（kg/cm2） 試験機限界値（2t）までの荷重

断熱変形 異常なし − 300℃ 1時間加熱後，形状観
察・寸法測定

耐薬品性 異常なし − JIS K6745

静的
摩擦係数 0.7 − 無荷重時，コンクリート面と

の静摩擦係数

耐オゾン
劣化試験 異常なし −

①40℃，オゾン濃度25pphm
　伸び20％，期間30日
②40℃，オゾン濃度50pphm
　伸び20％，期間96日 写真３　現場写真

図７　施工ポイント例（木造軸組工法）
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3.　終わりに
本製品は，新築時に設計し，施工するのが原則です．

揺れを抑える免震装置とは異なりますが，日々の振動
低減や床下の湿気低減等，家屋重量による土台への負
担低減等，家屋の耐久性に寄与する製品です．皆様の
快適な生活のために，ぜひご検討ください．

なお，本稿で紹介した実験データは社内試験データ
であり，家屋の耐震性能，振動性能を保証するもので

はありません．予めご了承ください．
また，「キソゴムⓇ」は，スターコックス株式会社の

登録商標です．

お問い合わせ
（販売元）ゼオン化成㈱　建築材料部
東京都千代田区丸の内１−６−２
TEL：03−5208−5134　FAX：03−5208−5295

平成26年賀詞交歓・交流会のご案内

　当協会は，例年，国内の音響技術に係わる諸先生，研究者並びに当協会関係者の交流の
場として賀詞交歓会を開催致します．従来，正会員，賛助研究会員の皆様に参加を頂いて
おりましたが，広く購読会員企業の皆様にも参加頂ける催しと致しましたので，ご案内申
し上げます．
　ぜひ，この機会に音響技術に係わるトップ研究者の皆さんとご交流下さい．

1．開催日，場所
　　開催日　平成26年１月23日（木）　18：00～20：00（受付17：30）
　　場　所　NHK 青山荘　１階大ホール（欅）　（東京メトロ，表参道駅Ａ５出口）
　　　　　　東京都港区南青山５−２−20　　TEL：03-3400-3111
2．参加料，申し込み要領
　　10,000円/人　　参加可能人数　50名（定員になり次第，締め切らせて頂きます）
　　 　参加を希望される方は，下記に問合せの上，参加料を銀行振込，郵便振替又は現金

書留にてご送金下さい．万一，期日までに納付できない場合は必ず事前に事務局まで
連絡の上，当日，受付にてお納め下さい．

　　　一般社団法人日本音響材料協会　事務局
　　　　〒108-0073　東京都港区三田２−14−７−605
　　　　TEL：03-3452-6740　　FAX：03-3452-6795　　Email：info@onzai.or.jp
3．例年の主な出席者の所属組織
　　官公庁，大学，研究機関，音響材料メーカー等


